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下、短大生と記述）が、3 日間交流をしながら学ぶ授業で、平成 19 年度から




















































をし、研修生を見送って 3 日間の交流授業が終了となる。 
  







第 1 回 5/22：自己紹介、授業内容とスケジュールの説明 
第 2 回 5/23：松江ツアーの説明、グループの決定、グループ内担当係の決定 
第 3 回 6/12：ツアー案の提出、ツアーチラシの作成説明、全体係の決定 
第 4 回 6/13：ツアー案へのコメント、ツアー案の再検討 
第 5 回 7/8（土）：交流活動のリハーサル、実施前の全体確認、課題の確認 

















加する学生との授業となり、平成 27 年度から平成 29 年度まで実施された。こ
のプログラムには、中国、韓国、台湾、アメリカ、ロシアからの大学生が参加
する 6）。 








3 年間の履修者を、学科内の系（専攻）で分けると、英語文化系 34 人、文
化資源学系 19 人、日本語文化系 7 人となっている。学年は、1 年生の履修者
が圧倒的に多い。 
海外からの参加者は、平成 27 年度が 12 人、平成 28 年度が 13 人、平成 29
度が 14 人だった。国別では、中国 12 人、台湾 11 人、韓国 8 人、アメリカ 5































変更した 7）。水と癒しのテーマは、城（松江城）に変更した 8）。 











【写真 5：松江市内ツアー】 【写真 6：ツアーの成果発表】 
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ツアーを考える上での課題の一つは、季節の違いである。ツアーを考え始め
るのは 5 月であるため、実際にツアーをする 7 月を想定していないプランも
























































































































































































































1) 松江キャンパス総合文化学科は、平成 30 年度に改編された。「アジア文化交流」
は、旧カリキュラムの科目である。筆者はこの科目を、平成 21 年度から 29 年度ま
で担当してきた。 
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5）この短期研修プログラムは、平成 25 年度で終了となった。 
6）科目名については、もとは韓国の学生との交流であったため、「アジア文化交流」
となっていた。平成 27 年度からは、アメリカの学生が参加するようになり、厳密に
はアジアの学生だけではなくなったが、参加者の大半は中国、台湾、韓国とアジア
の学生が占めていることから、科目名の変更は行わなかった。  
7）松江や島根の観光を代表するものと考えて、「縁結び」の方を残した。しかし、他
のテーマが具体的であるのに対し、「縁結び」は、海外の人にテーマ自体を説明しに
くいという課題は残った。  
8）「水と癒し」は、堀川や宍道湖などを活用してツアーを考えられると考えて設定
したが、学生がツアーを考えるのに苦労していたためである。  
9）ツアー後に学生から出た反省でも、夏のツアーだったことを忘れており、熱いお
茶を飲むプランにしていたが、冷たいものが飲めた方が良かったなどあげられてい
た。 
10）その他の反省点としては、インターネット情報だけで準備をしていたために生じ
た想定外が出ていた。定休日ではない日なので大丈夫だと思って訪れたところ、他
の団体が入っていて臨時休業、または予定していた体験ができない日だったこと
が、行ってから分かったなどもあった。準備の段階で、できるだけ電話をして確認
や予約をすることは伝えているが、学生は事前に電話をすることが少し苦手なよう
である。 
11）これについては、平成 29 年度は少し改善し、アイスブレイクのグループ、夕食
を食べるグループを作り、ツアーチーム以外の人と交流できるように変更した。平
成 29 年度には、このグループが違ったので多くの人と交流できて良かったという意
見も出たが、全員とは話せず残念という声は残った。  
12） 料理については、松江市と連携で行なっていた年度は、カレーと韓国料理のト
ッポギの夕食を一緒に作る体験が組み込まれていた。平成 25 年度には一度カレーを
作る内容を組み込んだが、時間の制約から料理はプログラムから除かれた。 
13）大阪出身の学生がメンバーに参加したツアーでは、多くの班が出雲そばなどを選
ぶ中で、昼食に串カツが含まれていた。松江のものだけでなく、あえて他の地域の
料理も紹介するという、コラボ企画のツアー内容になっていた。  
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